
JICAの業務調整員とともに現地省庁を巻き込
んだ大規模な研究を実現させ、アウトプットを
国家政策にも反映させることができました 
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 国内において特に英知が集結する大学。

 積み重ねられた研究と成果は、

 途上国での課題解決の大きな力となっている。

 国際協力の重要なサポーターとして、

 自治体や企業との協同などさまざまな形での 

 連携が進行している。

　
一
方
、開
発
途
上
国
は
日
本
と
比
べ

て
周
産
期
死
亡
率
が
高
い
。
香
川
県

は
海
外
数
か
国
に
遠
隔
医
療
支
援
を

試
み
て
い
た
が
、よ
り
活
動
を
本
格
化

す
る
べ
く
J
I
C
A
の
草
の
根
技
術

協
力
事
業
を
活
用
し
て
、
前
述
し
た

よ
う
な
活
動
を
13
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ

せ
て
い
る
。

「
事
業
の
実
施
期
間
は
3
年
で
す
の

で
、そ
の
後
は
『
自
力
で
や
る
こ
と
を

考
え
て
い
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
現
地
で

の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
内
容
を
発
展

さ
せ
て
応
募
し
た
後
継
案
件
が
採
択

さ
れ
て
、さ
ら
に
3
年
間
実
施
で
き
る

こ
と
に
な
っ
た
の
は
と
て
も
あ
り
が
た

い
こ
と
で
し
た
。
協
力
の
一
環
で
、チ
ェ

ン
マ
イ
大
学
に
デ
ー
タ
サ
ー
バ
ー
を
置

く
こ
と
が
で
き
、香
川
で
運
用
す
る
よ

り
も
大
幅
な
コ
ス
ト
削
減
を
図
れ
た
こ

と
で
、支
援
す
る
地
域
も
広
が
り
ま
し

た
」

　
当
初
、チ
ェ
ン
マ
イ
大
学
の
周
辺
3

〜
4
か
所
の
診
療
所
で
導
入
さ
れ
た

遠
隔
医
療
は
、い
ま
や
チ
ェ
ン
マ
イ
県

を
網
羅
す
る
24
地
域
に
ま
で
広
が
っ
て

い
る
。
胎
児
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
装
置
は

最
新
技
術
を
搭
載
し
た
ク
ラ
ウ
ド
式

の
プ
チ
C
T
G
（
胎
児
心
拍
陣
痛
図
）

へ
と
進
化
し
た
。
今
後
の
展
望
は
、タ

イ
全
土
、ア
セ
ア
ン
諸
国
、そ
し
て
世

界
だ
。
命
を
救
う
遠
隔
医
療
が
大
き

く
羽
ば
た
い
て
い
く
。

た
こ
と
で
、
10
以
上
の
現
地
研
究
機

関
と
政
府
機
関
の
参
加
が
実
現
し
て

政
策
に
も
影
響
を
与
え
、
大
統
領
直

属
の
泥
炭
地
回
復
庁
の
運
営
協
力
に

も
つ
な
が
っ
た
。チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
務
め
た
北
大
名
誉
教
授
の
大
崎 

満

さ
ん
は
「
J
I
C
A
の
協
力
な
く
し

て
は
、こ
れ
ほ
ど
規
模
の
大
き
な
研
究

と
成
果
は
実
現
し
な
か
っ
た
」
と
語
る
。

　
泥
炭
地
の
炭
素
排
出
量
を
管
理
す

る
こ
と
は
、
日
本
に
と
っ
て
も
意
義
が

あ
る
と
い
う
。「
将
来
的
に
制
度
設
計

が
で
き
れ
ば
、排
出
権
と
し
て
代
替
で

き
る
よ
う
に
な
る
。
途
上
国
に
お
け
る

生
態
系
の
保
全
に
よ
る
炭
素
管
理
は
、

コ
ス
ト
と
効
果
の
点
で
工
業
的
な
管

理
よ
り
優
れ
て
い
ま
す
。
世
界
で
も
高

い
レ
ベ
ル
に
あ
る
日
本
の
土
壌
・
生
態

学
の
知
見
は
、
ま
だ
ま
だ
国
際
社
会

に
貢
献
で
き
る
余
地
が
あ
り
ま
す
」。

　
妊
産
婦
の
お
腹
に
ハ
ー
ト
型
の
器
具

を
当
て
る
と
、胎
児
の
心
拍
数
と
陣
痛

の
強
度
の
グ
ラ
フ
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

に
表
示
さ
れ
、そ
の
デ
ー
タ
は
医
師
が

遠
く
に
離
れ
て
い
て
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
確
認
で
き
る

│
I
T
を

使
っ
た
そ
ん
な
周
産
期
の
遠
隔
医
療
が
、

タ
イ
の
チ
ェ
ン
マ
イ
で
行
わ
れ
て
い
る
。

活
動
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
は
香
川

大
学
教
授
の
原 

量
宏
さ
ん
だ
。

　
1
9
8
0
年
、
香
川
医
科
大
学

（
現
：
香
川
大
学
）に
産
婦
人
科
医
と

し
て
赴
任
し
た
原
さ
ん
は
、香
川
県
の

周
産
期
死
亡
率
（
胎
児
・
新
生
児
死

亡
率
）の
低
減
を
目
標
に
、胎
児
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
を
継
続
的
に
行
い
、リ
ス
ク

の
高
い
妊
婦
を
早
期
に
発
見
し
て
迅
速

に
対
応
で
き
る
チ
ー
ム
医
療
の
体
制
づ

く
り
に
力
を
注
い
で
き
た
。
早
く
か
ら

遠
隔
医
療
に
も
注
目
し
、
2
0
0
0

年
に
は
、か
が
わ
遠
隔
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク（
K-

M
I
X
、現
：
K-

M
I
X
＋
）

の
発
足
に
も
携
わ
っ
て
い
る
。

「
こ
れ
は
香
川
県
・
県
の
医
師
会
・
香

川
大
学
の
3
者
が
協
同
で
立
ち
上
げ
た

組
織
で
す
。
民
間
企
業
の
協
力
も
得
て
、

電
子
カ
ル
テ
化
し
た
患
者
の
診
療
情
報

を
病
院
間
で
や
り
取
り
し
て
、治
療
に

役
立
て
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
行
っ
て
い

ま
す
」と
原
さ
ん
は
語
る
。こ
う
し
た
長

年
の
取
り
組
み
が
実
を
結
び
、香
川
県

の
周
産
期
死
亡
率
は
1
9
7
0
年
の

全
国
ワ
ー
ス
ト
5
か
ら
、
2
0
1
5
〜

16
年
に
は
1
0
0
0
人
あ
た
り
2
・
2

人
と
全
国
1
位（
世
界
1
位
）と
な
っ
た
。

　
日
本
有
数
の
泥
炭
地
で
あ
る
石
狩

平
野
の
開
拓
や
保
全
に
関
わ
っ
て
き

た
北
海
道
大
学
は
、
そ
の
〝
泥
炭
地

研
究
1
3
0
年
〞
の
知
見
を
生
か
し
、

S
A
T
R
E
P
S＊
事
業
と
し
て
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
で
火
災
防
止
と
炭
素
管

理
の
仕
組
み
づ
く
り
の
研
究
を
行
っ
た
。

　
東
南
ア
ジ
ア
の
低
湿
地
帯
で
は
、水

に
浸
か
っ
て
い
る
た
め
に
枯
死
植
物
が

分
解
さ
れ
ず
に
堆
積
し
、
泥
炭
と
よ

ば
れ
る
有
機
物
の
地
層
が
形
成
さ
れ

て
い
る
。
熱
帯
泥
炭
地
と
呼
ば
れ
る
こ

れ
ら
の
地
域
に
は
、
世
界
の
年
間
化

石
燃
料
利
用
量
の
約
1
0
0
年
分
に

相
当
す
る
炭
素
が
蓄
え
ら
れ
て
い
る
と

い
う
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
20
世
紀
末

か
ら
開
発
政
策
に
よ
っ
て
泥
炭
地
帯

の
排
水
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
行
し
た
。
そ

の
結
果
、
乾
燥
し
た
泥
炭
地
か
ら
火

災
が
頻
発
す
る
よ
う
に
な
り
、ま
た
微

生
物
分
解
に
よ
り
膨
大
な
量
の
炭
素

が
放
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
お
よ
そ
5
年
間
に
わ
た
る
北
大
の

取
り
組
み
は
、
衛
星
を
利
用
し
た
地

下
水
位
の
マ
ッ
プ
の
作
成
や
こ
れ
に
基

づ
く
炭
素
排
出
量
の
算
出
、
火
災
検

知
と
予
想
モ
デ
ル
の
開
発
な
ど
、数
々

の
先
駆
的
な
成
果
を
上
げ
る
こ
と
に

成
功
し
、
国
際
的
な
議
論
の
潮
流
を

大
き
く
変
え
た
と
い
う
。

　
研
究
の
成
果
を
実
社
会
に
反
映
さ

せ
る
た
め
に
は
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府

を
含
め
た
多
様
な
ア
ク
タ
ー
の
協
力
が

不
可
欠
だ
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は

J
I
C
A
が
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
協
力
し

データの

確認は離れた
場所でも可能

熱帯泥炭・森林における火災と炭素管理
プロジェクト（2010年2月～2014年3月）SATREPS

香川大学
（遠隔医療
支援プロジェクト
実行委員会）

香川県

北海道大学
北海道 インドネシア

　産・官・学の連携で遠隔医療を発展させてきた香川県。周産期
　電子カルテとモバイル端末を活用して開発途上国に貢献しています

泥炭地の保全と回復にかける大崎先生の情熱が
この地球のクールダウンには欠かせない存在なのです！

JICA四国
伊東朋子さん

チェンマイでの実践研修。遠隔地や産科
医が不在の地域の妊産婦も適切な診断を
受けることができる

分娩監視装置iCTG（通称プチCTG）。ピン
クの装置で心拍数を測り（心音も聞こえ
る）、グリーンの装置で陣痛を測る。原さ
んと長く活動してきた有志が、「メロディ・
インターナショナル」を起業して開発した

（地域活性化
 特別枠）

上・右：熱帯泥炭雨
林の地下の水質や
ガスを調査する現地
の研究者／左：プロ
ジェクトを記念し泥
炭地で植樹をする地
元パランカラヤの中
学生たち

© JICA/谷本美加

＊
地
球
規
模
課
題
対
応
国
際
科
学
技
術
協
力
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
S
A
T
R
E
P
S
）は 

、 

国
立
研
究
開
発
法
人
科
学

技
術
振
興
機
構（
J
S
T
）と
J
I
C
A
が
共
同
で
実

施
し
て
い
る
、開
発
途
上
国
と
日
本
と
の
国
際
共
同
研
究

プ
ロ
グ
ラ
ム
。

熱帯泥炭を
守れ！

© JICA/谷本美加

© JICA/谷本美加

JICA地球環境部
入山仁史さん

現地の人が育っていく姿を見て人材育
成の大切さを感じ、JICA職員の方から
ASEAN諸国の関係者をご紹介いただく
など、海外との交流が深まっています。 

香川大学
瀬戸内圏研究センター
特任教授 

原 量宏さん

I
T
技
術
の
活
用
で

妊
産
婦
・
新
生
児
の
命
を
守
る

„
泥
炭
地
研
究
130
年
“の
知
見
が

地
球
温
暖
化
防
止
に
貢
献

タイ
妊産婦・新生児死亡の予防を目的とした救急時
の移動式胎児心拍計導入と産科一次スクリーニ
ング診断導入と一次医療人材育成による周産
期死亡改善事業（2017年3月～2020年2月）

草の根技術
協力事業

＊
草
の
根
技
術
協
力
事
業
で
は
医
療
行
為
は
実
施
で
き
ま

せ
ん
。本
案
件
で
は
医
療
行
為
そ
の
も
の
を
行
う
の
で
は

な
く
、遠
隔
医
療
の
技
術
や
仕
組
み
づ
く
り
に
関
す
る
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

12
13

大 学
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